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自閉症児者の生活の質に対する相談支援者の見方
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グループホーム： 2 健康への支援： 1 障害特性を考慮した生活支援： 1 インフォーマルな
サービスをその人に合わせて考えていくこと： 1 ヘルパー事業の活動： 1 地域生活を支援でき
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る社会資源： 1 生活訓練ができる場： 1 家庭・学校・支援機関等で生活に必要な技能や技術を
教えていくこと： 1 家庭・学校・支援機関で生活に必要な知識・技術を引き上げていくこと： 1
利用施設： 1 生活する上で必要なすべてのもの： 1 一人暮らし支援の充実： 1 入所施設： 1
家庭以外の生活の場： 1 集団場面の体験： 1 生活スキルに関する学習会： 1 本人にとって必
要なもの・大切なもの・求めていることの聞き取り、或は観察からの情報集め： 1 なにより本人
の意向を知ること： 1 生活訓練： 1 ADL 面のサポートのできる事業所の増設： 1 ライフス
キルを教えてくれるところ： 1 ケアホーム： 1 居宅支援： 1 保護者・地域・学校の支援能
力： 1 学童など就学後も支援してくれる場所： 1 通学や通勤のためのガイドヘルパー： 1 自
助組織： 1 周囲の支援： 1 周囲の柔軟な思考・対応： 1 周囲の配慮： 1 自閉症に対する周
囲のサポート： 1 余暇・賃金・人： 1 本人のペースに合った生活スキルを身に付けること： 1
スキルの獲得： 1 基本的生活習慣の確立： 1 ハーフウェイハウス（中間施設）： 1 本人が好
きなことを思いっきりできる場と学校や仕事等がんばらねばならない場のバランス： 1
②居場所による支援：28件（25.5％）
居場所： 2 日中活動の場： 2 自分自身を認めてくれる場所： 1 学校卒業後の日中活動の場：
1 居場所（成人当事者）： 1 仲間作りの場： 1 自閉症本人の居場所づくり： 1 カフェ的施
設等安心して利用できる日中の居場所： 1 家族と当事者共に理解され、温かく迎えられる場： 1
活動の提供がなされる当事者会などの居場所があること： 1 その人なりに活躍できる場： 1 地
域とのつながり： 1 特性を発揮できる場所（サークル・職場等）： 1 日中活動の場（家庭、学
校、放課後に過ごす場）における周囲の配慮と支援： 1 活動の場の提供： 1 通える場・活動の
場が保障されていること： 1 個々の特性に合わせた支援： 1 特性のわかる支援者が増えるこ
と： 1 安定した生活・通所先： 1 身近な理解者： 1 信頼できる理解者： 1 理解者・相談で
きる人の存在： 1 代弁者・通訳者の存在： 1 人との信頼関係： 1 人間関係： 1 親亡き後の
支援： 1
③環境の整備：18件（16.4％）
環境調整： 2 周囲がわかりやすい環境をつくる： 1 障害特性に合った生活環境を整えていく：
1 生活リズムを作るためのスケジュール： 1 障害にあわせた環境作りを推進する施策： 1 障
害者が変わるよりも障害特性に合わせた社会づくり： 1 暮らしやすい生活環境： 1 ユニバーサ
ルデザインの推進： 1 待たずに対応してもらえる相談先： 1 自己選択・自己決定できる環境：
1 構造化・視覚支援の情報を広めること： 1 構造化を用いた支援： 1 構造化された生活： 1
視覚的な指示： 1 視覚支援： 1 視覚支援の普及： 1 視覚的な構造化（韓国・中国の言語看板
よりも写真やシンボルマークを増やす）： 1
④余暇に関する支援：14件（12.7％）
余暇支援： 5 余暇の充実： 2 スポーツや趣味の活動を行う場（障害者スポーツセンター、文化
施設）： 1 余暇活動の充実： 1 余暇を過ごす場： 1 余暇活動： 1 自閉症に配慮のある習い
事・余暇サークル： 1 余暇指導： 1 好きなこと・リラックスして取り組めるもの： 1
⑤ライフサイクルを通した支援： 6件（5.5％）
将来にわたっての一貫した支援： 1 ライフサイクルを通した支援方法の確立： 1 一貫した生涯
支援： 1 幼児期からの一貫した支援： 1 生涯に亘って関係者が共有し活用できる個別のサポー
ト情報システム： 1 経年的な関わりを持つことのできる支援者の存在： 1
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⑥自立に関する支援： 3件（2.7％）








本人の自己理解： 2 生きる力（お金の計算・挨拶等の人とのコミュニケーション）： 1 自閉症
児者本人たちに対する各種トレーニング： 1 本人の本人特性の理解： 1 当事者の自己理解の深
まり： 1 自己決定： 1 自己理解を促す： 1 リラックス方法の習得： 1 前向きに進んでいけ
るための自己肯定感の向上： 1 コミュニケーションスキルの向上： 1 本人の自信・自尊感情：
1 経験： 1 自己肯定感： 1 ポジティブな自己理解： 1 普及啓発と自閉症者にも少し努力を
すること： 1 伝えるスキルの指導（困っていると伝えられる、選択できる等）： 1
②支援者の専門性：14件（18.2％）
自閉症児者の可能性を引き出せる関連機関の支援者： 1 当事者や発達障害児の特性を正確に理解
し、対応することのできる支援者： 1 支援者の拡充と専門性の向上： 1 子供の様子に気づき親
へ障害の有無や診察を進めることができる力： 1 相談スキル： 1 直接支援者の全体的な知識・
技術の向上： 1 研修体系等のしくみ： 1 ニーズをキャッチできること： 1 家庭との関わり
方・支援の仕方を実践的に勉強していくこと： 1 支援をつなげていくこと： 1 特性に合わせた
支援： 1 相談支援： 1 早期からの適切な支援： 1 多角的視点： 1
③社会適応に関する支援：13件（16.9％）








医療・福祉・教育の連携： 2 各業種との連携： 1 各ライフステージでの連携： 1 地域の公共
団体（図書館など）との連携： 1 支援の引き継ぎ： 1 切れ目のない支援体制： 1 共通認識の
持てる機能しやすい連携・ネットワークの形が形成されたうえで支援を進めていくこと： 1 ス
ムーズな移行支援： 1 本人、家族、支援者の意識の統一： 1 家庭と当事者が関わる場所（機
関）をつなぐ役割を担う支援者が必要（家庭・学校・職場・施設等）： 1
⑤就労に関する支援： 7件（9.1％）
就労支援： 1 働く機会をつくる： 1 働くことをイメージしやすい労働体験： 1 昼間に自分の




療育及び相談を行う事業： 1 相談できる場・相手・機関： 1 困ったときに相談できる場所： 1
幼児期から自閉症に合った支援・教育をしてくれる場所： 1 福祉施設： 1 サポート機関（人）
を増やすこと： 1 保護者以外のキーとなる支援者： 1
⑦家族に対する支援： 4件（5.2％）
家族への支援： 1 保護者のレスパイトケア： 1 家族支援： 1 幼児期にサポート機関が対象児
にどれだけ関わることができるかが重要だと思う： 1
⑧教育に関する支援： 4件（5.2％）




周囲の理解：10 特性の理解： 5 社会の理解： 2 一般の方々の理解度の向上： 1 周囲が自閉
症を認めること： 1 自閉症者が不安なく外出できるような社会の理解： 1 周囲の人が正確に本
人の特性を認識すること： 1 周囲の理解と本人の理解にあわせて伝えること： 1 家族・社会の
自閉症についての理解： 1 障害特性の正しい理解や関わりについての理解： 1 自閉症の特性理
解が第一（偏見、思い込みなく）： 1 健常者にも発達障害の要素があることの理解の深まり： 1
正しい理解と支援： 1 発達障害についての基礎知識： 1 関係者以外も含めた正しい理解： 1
地域の理解： 1
②障害特性に対する周囲の理解の促進： 8件（15.4％）
市民啓発： 2 自閉症の特性をより多くの方が知ること： 1 社会の偏見・差別を少なくする取り
組み： 1 啓発活動（特に警察・銀行・コンビニ・郵便局・スーパーなど地域の方に自閉症を正し
く理解していただく）： 1 地域全体への広く浅い啓発： 1 啓発（一般県民、商店、医療等）： 1
マスコミ等における過度な報道を避ける： 1
③家族における障害特性の理解： 6件（11.5％）
家族の理解： 1 自閉症児の親における本人の障害特性に対する理解と支援： 1 自閉症児者に対
する保護者の理解と支援技術： 1 自閉症児者の可能性を引き出せる家族： 1 家族の本人理解：
1 保護者の理解： 1
④支援者による障害特性の理解： 6件（11.5％）
支援者の理解： 1 自閉症者に関わる人の自閉症の理解： 1 学校での自閉症理解： 1 受け入れ
るだけの余裕： 1 自閉症の特性を理解する支援者が増えること： 1 自閉症児者に対する支援者
の理解と支援技術： 1
⑤自閉症の状態に対する個別的理解： 2件（3.8％）
1人ひとりの特性を理解すること： 1 周囲の本人特性の理解： 1
※数字は記入された件数、大項目の％は全回答数に対する割合、小項目の％は大項目の回答数に対す
る割合を示している。
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